
発行所  山梨県中小企業団体中央会
甲府市飯田２-２-１ 中小企業会館４階
TEL 055（237）3215㈹  FAX 055（237）3216
http://www.chuokai-yamanashi.or.jp
e-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

山梨県中小企業団体中央会機関誌　平成19年度中小企業組合活性化情報

第三種郵便物認可　平成19年７月１日（日曜日）

紙面から

7月1日（日曜日）2007年  第606/184号（毎月1日発行）
定価100円昭和36年４月10日 第三種郵便物認可

６月の出来事

●時　事

14日  関東甲信地方の「梅雨入り」を発表

20日  教育改革3法が成立

●山梨県中央会ニュース

  1日  辞令交付式

  9日  「中小企業の森」環境整備　

15日  インターンシップ企業面接会

16日  新旧中央会役員歓送迎会

20日  委員会委嘱式・専門委員会

７月の予定

19日  関東甲信越静ブロック会長会議

2面　中央会新役員紹介

  　　名誉会長あいさつ

3面　景況情報/業界の声

4面　アクティブkumiai

5面　Hello!組合事務局/Study room

6面　事務連絡協議会/水源林植樹・草刈

7面　情報BOX

8面　中央会事務局組織図

中小企業団体運動の先頭に立って新たな歴史を！

山梨県中小企業団体中央会　会長　内　内 内 藤 藤 藤 悦 悦 悦 次 次

　会長就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

　去る、5月31日の第52回通常総会において、伝統ある山梨県中小企業団

体中央会の第7代の会長としてご選任いただき就任いたしました。何と

ぞよろしくお願い申し上げます。

　宮川前会長におかれては、6期12年間という長きに渡り、そのご見識と

行動力により、当会の発展のため計り知れないご貢献を賜りました。こ

こに深甚なる敬意と感謝を申し上げる次第であります。

　本会は昭和30年に発足し、戦後の復興期、高度経済成長期、オイルショ

ック、円高不況、またバブル崩壊後の長期低迷期と半世紀に渡り、中小企

業の代弁者として重要な役割を果たしてまいりました。この道のりは決

して平坦ではなく、諸先輩のご労苦に対し、改めて感謝申し上げるもの

であります。私はこの先達の残した貴重な組織を生かし、県下360有余の

組合及びその加盟企業が十分に実力を発揮できるよう、役職員と共に中

小企業団体運動の先頭に立って新たな歴史を刻んで参る覚悟でござい

ます。また、その責任の重大さに身の引き締まる思いでもあります。

　近時、政府の構造改革が実を結びつつある結果、かつて企業を苦しめ

た3つの過剰「設備の過剰、債務の過剰、人員の過剰」はほぼ解消し、企業

の業績は過去最高水準を更新し続けていると言われています。確かに一

部大企業や都市部においてはその通りかもしれませんが、地方中小零細

企業にとりましては、まだまだ景気回復の実感はありません。それどこ

ろか山梨においては、長年の土地の値下がりにより、中小企業の資産は

担保不足により動きが取れない状況にあるといっても過言ではありま

せん。

　私は中央会には2つの大きな使命があると考えています。1つは地域中

小企業のため協同組合等連携組織の支援・指導であります。2つ目は中小・

零細企業経営者や従業員が従事する企業の経済的地位を向上するため、

政府や地方自治体に建議・陳情を強力に展開しその実現を図ることであ

ります。中央会に課せられたこの二大使命を忘れることなく、身近な中

小企業の支援機関として一層のリーダーシップを発揮してまいる所存

であります。

　結びに、会員の皆様をはじめ、中央会を取り巻くすべての皆様の暖か

いご支援を重ねてお願い申し上げましてあいさつといたします。

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、
5
月
31
日
︵
木
︶
午

後
2
時
か
ら
昭
和
町
﹁
ア
ピ
オ
﹂
で
、
第
52
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。

　
会
員
組
合
等
の
代
表
者
、
来
賓
並
び
に
受
賞
者
な
ど
約

2
5
0
名
の
参
加
を
得
、
通
常
総
会
・
表
彰
式
典
・
交
流
会

を
実
施
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
平
成
18
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

及
び
定
款
変
更
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
内
藤
悦
次
氏
が
第
七
代
会

長
に
選
任
さ
れ
就
任
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
理
事
・
監
事
の

選
任
が
な
さ
れ
、
直
ち
に
開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
宮

川
睦
武
前
会
長
が
名
誉
会
長
に
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
す
る
と
と
も
に
、
副
会
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事
が
選

任
さ
れ
た
。︵
新
役
員
の
構
成
は
別
掲
︶
平
成
19
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
の
ほ
か
、
提
出
し
た
全
て
の
議
案
を
決

定
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
賞
状
等
の
贈
呈

で
は
、
ま
ず
宮
川
名
誉
会
長
に
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

ま
た
退
任
し
た
中
央
会
役
員
及
び
組
合
理
事
長
へ
の
中

央
会
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
優
良
組
合
、
組
合
功
労
者
、
青
年
部
功
労
者
、

女
性
部
功
労
者
、
優
良
専
従
職
員
に
対
し
て
中
央
会
会
長

表
彰
が
贈
呈
さ
れ
た
。
な
お
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
森
雅

宣
山
梨
県
機
械
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
前
理
事
長
か

ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
芦
澤
薫
山
梨
県
副
知
事
、
中
島
真

人
参
議
院
議
員
自
由
民
主
党
山
梨
県
連
会
長
、
関
東
経
済

産
業
局
産
業
部
幸
田
成
興
担
当
次
長
、
飯
島
正
二
郎
甲
府

商
工
会
議
所
副
会
頭
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
式
典
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
横
内
正
明
山
梨
県
知
事

及
び
宮
島
雅
展
甲
府
市
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後

に
、
懇
談
に
入
っ
た
。
懇
談
で
は
、
出
席
者
全
員
で
中
小
企

業
の
発
展
の
た
め
、
活
力
あ
る
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
っ
た
。

就任のごあいさつ
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役
員
紹
介

　
理
事
／
青
柳
　
和
人

　
　︵
山
梨
県
書
店
商
業
組
合
︶

　
理
事
／
雨
宮
　
和
也

　
　︵
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
安
藤
　
晴
雄

　
　︵
上
野
原
工
業
団
地
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
飯
塚
　
三
郎

　
　︵
山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
飯
野
　
巧

　
　︵
山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
石
部

元
章

　
　︵
下
部
商
工
相
互
協
同
組
合
︶　
　

　
理
事
／
市
川
　
三
千
雄

　
　︵
山
梨
県
宅
建
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
井
上
　
善
展

　
　︵
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
︶

　
理
事
／
井
上
　
勝
次

　
　︵
山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
井
上
　
聰
一
郎

　
　︵
山
梨
県
砂
利
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
今
井
　
進

　
　︵
甲
府
信
用
金
庫
︶

　
理
事
／
今
村
　
力
男

　
　︵
市
川
和
紙
工
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
大
木
　
政

　
　︵
甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
岡
部
　
修
司

　
　︵
山
梨
県
生
花
商
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
荻
原
　
公
明

　
　︵
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
︶

　
理
事
／
長
田
　
達
機

　
　︵
長
栄
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
小
田
切
　
常
雄

　
　︵
山
梨
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
︶

　
理
事
／
小
野
　
勝
正

　
　︵
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
︶

　
理
事
／
笠
井
　
健
夫

　
　︵
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合
︶

　
理
事
／
川
手
　
正
紀

　
　︵
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
︶

　
理
事
／
菊
原
　
甲
子
男

　
　︵
山
梨
県
豆
腐
商
工
組
合
︶

　
理
事
／
小
池
　
幸
雄

　
　︵
山
梨
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
︶

　
理
事
／
輿
石

保

　
　︵
山
梨
県
石
油
商
業
組
合
︶

　
理
事
／
小
林
　
育
也

　
　︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
︶

　
理
事
／
小
松
　
義
文

　
　︵
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
古
守
　
三
郎

　
　
︵
山
梨
県
機
械
金
属
工
業
団
地
協
同

　
　
組
合
︶

　
理
事
／
志
村
　
武
彦

　
　︵
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶

　
理
事
／
神
宮
司
　
正
人

　
　
︵
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
︶

　
理
事
／
菅
原
　
五
男

　
　
︵
山
梨
県
中
小
企
業
組
合
等
事
務
連

　
　
絡
協
議
会
︶

　
理
事
／
杉
山
　
一
美

　
　︵
山
梨
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
相
馬
　
修
正

︵
山
梨
ニ
ュ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
協
業
組
合
︶

　
理
事
／
高
野
　
芳
造

　
　︵
山
梨
県
塗
装
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
中
川
　
良
一

　
　︵
山
梨
県
事
務
機
文
具
商
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
中
込
　
正
明

　
　︵
山
梨
県
型
枠
工
事
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
中
沼
　
繁
紀

　
　
︵
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
橋
本
　
義
次

　
　
︵
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協

　
　
同
組
合
︶　

　
理
事
／
初
鹿
　
武
仁

　
　
︵
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
　
ー
シ
ョ
ン
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
深
澤
　
紗
世
子

　
　
︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女

　
　
性
部
会
︶

　
理
事
／
深
澤

仁

　
　︵
山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶

　
理
事
／
藤
江
　
厚
夫

　
　︵
都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
古
屋
　
昶

　
　
︵
協
同
組
合
山
梨
県
総
合
環
境
ク
リ

　
　
ー
ン
セ
ン
タ
ー
︶

　
理
事
／
三
神
　
茂

　
　︵
山
梨
総
合
管
財
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
三
澤
　
茂
計

　
　︵
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
矢
澤
　
雄
兒

　
　︵
山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
山
下
　
安
廣

　
　︵
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
渡
辺

正

　
　︵
欽
明
事
業
協
同
組
合
︶

　
理
事
／
渡
辺
　
征
夫

　
　︵
都
留
信
用
組
合
︶

　
監
事
／
斉
藤
　
一
男

　
　︵
山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合
︶

　
監
事
／
中
込
　
明
男

　
　︵
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
︶

　
監
事
／
長
坂
　
善
雄

　
　︵
銀
座
通
り
商
店
街
協
同
組
合
︶

　
監
事
／
根
津
　
宏
次

　
　︵
協
同
組
合
山
梨
安
心
サ
ー
ビ
ス
︶

　
監
事
／
藤
巻
　
眞
史

　
　︵
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
笛
吹
協
業
組
合
︶

　
監
事
／
丸
山
　
光
則

　
　︵
山
梨
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合
︶

副 会 長
勝俣　明美

（山梨県絹人繊織物工業組合）

副 会 長
小泉　正仁

（山梨県民信用組合）

会  　長
内藤　悦次

（甲西家具工業団地協同組合）

副 会 長
松葉　惇

（協同組合山梨県ジュエリー協会）

副 会 長
武田　與光

（山梨県味噌醤油工業協同組合）

副 会 長
中村　昌訓

（山梨県トラック事業協同組合）

常務理事
竹村　正美

（山梨県中小企業団体中央会）

専務理事
新海　一男

（山梨県中小企業団体中央会）

副 会 長
大木　勝志

（協同組合山梨県流通センター）

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
名
誉
会
長
　
宮 

川 

睦 

武

　宮川睦武前会長は、去る5月30日、全国
中小企業団体中央会通常総会において筆
頭副会長を退任しました。また中小企業の
組織化推進及び中小企業の振興への功績
に対し「中小企業振興功労章」の贈呈を受
けました。
　5月31日の山梨県中央会通常総会にお
いては山梨県知事から感謝状を贈呈され
ました。

　
こ
の
た
び
、
山
梨
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
第
52
回
通
常
総
会
に
お
い

て
、会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
格
別
の
ご
交
誼
と
ご
支

援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
思
い
お
こ
せ
ば
、
昭
和
58
年
に
監

事
に
就
任
以
来
、
理
事
、
副
会
長
そ
し

て
会
長
と
、
24
年
間
に
わ
た
り
中
央

会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
を
巡
る
環
境
は
い
つ
の

時
代
に
お
い
て
も
厳
し
い
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、﹁
共
存
、
共
生
﹂
を
基
本
と

し
て
、中
小
企
業
の
発
展
と
中
央
会
改

革
に
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
一
昨
年
の
中
央

会
50
周
年
記
念
誌
﹁
星
霜
五

十
年
を
辿
る
﹂
を
と
り
ま
と

め
た
こ
と
は
、
節
目
の
年
に

巡
り
合
わ
せ
た
運
命
に
中

央
会
と
の
強
い
絆
を
感
じ

る
と
共
に
、
併
せ
て
記
念
事

業
と
し
て
実
施
し
た
、﹁
中

小
企
業
の
森
﹂
づ
く
り
事
業

に
は
思
い
出
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
木
々
は
生
長
し
て
い
く

中
で
、
互
い
の
間
隔
を
上
手
に
と
り
、

譲
り
合
い
な
が
ら
根
を
張
り
、
や
が

て
大
き
な
森
へ
と
成
長
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
の
未
来

永
劫
に
わ
た
り
伸
び
ゆ
き
成
長
す
る

こ
と
を
祈
念
し
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
い
ま
だ
厳
し
い
経
済
情
勢

の
も
と
、
名
誉
会
長
と
し
て
引
き
続

き
業
界
の
振
興
に
尽
力
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
さ
ら

な
る
ご
厚
誼
を
賜
る
と
共
に
、
今
日

ま
で
支
え
て
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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データから見た業界の動き（平成19年5月分）

収益状況
2006年5月

景況感
2006年5月

売上高
2006年5月

2007年5月 2007年5月2007年5月

減少
24%

不変
54%

増加
22% 悪化

34%
不変
60%

好転
6%

悪化
34%

不変
62%

好転
4%

減少
36%

不変
46%

増加
18%

悪化
42%

不変
44%

好転
14%

悪化
38%

不変
58%

好転
4%

業
界
の
現
況
は
？

　
近
年
、
お
歳
暮
・
お
中
元
な
ど
の
贈
呈
品
が
減
少
傾
向
に

あ
る
た
め
全
体
的
な
売
上
高
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

日
本
人
の
生
活
習
慣
が
変
化
し
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
、
結
婚
式
等
の
冠
婚
葬
祭
の
受
注
も
同
様
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

の
進
出
が
相
次
い
で
い
る
事
も
あ
り
、
県
内
菓
子
業
界
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
菓
子
業
者
の
大
半
は
製
造
と
販
売
を
一
括
し
て

行
っ
て
い
る
た
め
、
他
の
店
で
は
手
に
入
れ
る
こ
と
の
出
来

な
い
自
社
製
品
の
菓
子
を
販
売
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
各
店
舗
毎
に
独
自
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
大
型
店
に
は
な
い
地
域
に
根
ざ
し
た
お
菓
子
を
製

造
し
販
売
し
よ
う
と
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　
お
菓
子
作
り
に
は
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
・
風
習
な

ど
が
多
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
当
業
界
の
大
多
数

を
占
め
る
小
規
模
事
業
者
が
生
き
残
り
更
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
商
品
力
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
そ
の
地
域
に
根

ざ
し
た
商
品
作
り
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
大
切
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
実
現

で
き
る
の
は
古
く
か

ら
地
域
に
根
ざ
し
た

運
営
を
行
っ
て
き
た

地
元
の
菓
子
業
者
に

し
か
出
来
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
組
合
と
し
て
は
、

そ
れ
ら
の
実
現
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

実
践
的
な
技
術
・
経

営
講
習
会
や
地
域
参

加
を
目
指
し
た
イ
ベ

ン
ト
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成19年５月分）

　　

山
梨
県
菓
子
工
業
組
合

山
梨
県
菓
子
工
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
志
村
志
村 

武
彦
武
彦 

氏

　

山
梨
県
菓
子
工
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
志
村 

武
彦 

氏

全国優秀菓子技能者が表彰された

   

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
菓
子
業
界
の
調
べ
で
は
、
現

在
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
燃

料
エ
タ
ノ
ー
ル
の
需
要
拡
大
に

よ
り
、
本
来
食
糧
と
し
て
の
穀

物
が
エ
タ
ノ
ー
ル
に
ま
わ
さ
れ
、

砂
糖
、甘
味
料
、澱
粉
の
価
格
上

昇
率
が
20
%
以
上
と
な
っ
て
い

る
。最
大
生
産
国
の
ア
メ
リ
カ
、

中
国
で
は
、
大
豆
農
家
が
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
生
産
に
転
換
し
て

い
る
様
子
。
菓
子
業
界
で
は
20

%
の
材
料
価
格
の
上
昇
を
受
け

て
も
、
商
品
に
転
換
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、収
益
を
圧
迫
さ
れ
、

先
行
き
の
見
通
し
が
た
た
な
い

の
が
現
状
。

　
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ﹁
風
林
火
山
﹂影
響
に
よ
る

Ｇ
Ｗ
中
の
売
上
げ
が
、
昨
年
同

時
期
に
比
べ
ア
ッ
プ
す
る
な
ど

の
報
告
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

景
気
全
体
と
し
て
は
依
然
あ
ま

り
よ
く
な
い
現
状
が
続
い
て
る

よ
う
で
あ
る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
業
／

　（
水
産
物
加
工
業
）
市
場
、
百

貨
店
関
連
は
横
ば
い
だ
が
、

婚
礼
用
食
材
が
好
調
で
全
体

の
売
上
で
は
前
年
同
月
比
1
0
2
・

5
%
と
な
っ
た
。

（
洋
菓
子
製
造
業
）チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
ク
ッ
キ
ー
関
係
が
割

合
強
く
輸
出
量
は
少
な
い
が
、

前
年
同
月
比
1
6
3
%
で
全

体
の
売
上
は
同
1
1
3
%
と

な
っ
た
。

そ
の
他
菓
子
業
界
で
は
、
バ

イ
オ
燃
料
エ
タ
ノ
ー
ル
の
需

要
拡
大
に
よ
り
、
本
来
食
糧

と
し
て
の
穀
物
が
エ
タ
ノ
ー

ル
に
ま
わ
さ
れ
、砂
糖
、甘
味

料
、
澱
粉
の
価
格
上
昇
率
が

20
%
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

●
繊
維
製
品
製
造
業
／
天
候
不

順
に
よ
る
春
・
夏
物
の
市
況

が
悪
か
っ
た
た
め
、秋
・
冬
物

の
発
注
が
遅
れ
て
い
る
。

●
木
製
品
製
造
業
／
若
干
ス
ギ

が
上
昇
し
ヒ
ノ
キ
が
下
落
し

て
い
る
が
、
総
じ
て
横
ば
い

傾
向
で
あ
る
。
外
材
に
つ
い

て
は
、
ロ
シ
ア
の
関
税
引
き

上
げ
方
針
等
の
不
透
明
感
か

ら
値
上
が
り
傾
向
で
あ
る
が
、

供
給
量
・
出
荷
量
と
も
横
ば

い
と
な
っ
て
い
る
。

●
鉱
業
／
業
界
全
体
の
閉
塞
感

は
さ
ら
に
強
く
感
じ
ら
れ
、

組
合
員
全
体
の
景
気
も
悪
化

を
続
け
て
い
る
。

●
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
／

新
年
度
発
注
が
出
て
き
て
い

な
い
。ま
た
、民
間
物
件
も
発

注
が
少
な
く
出
荷
は
低
迷
し

て
い
る
。
今
あ
る
契
約
物
件

を
消
化
し
て
い
る
の
で
厳
し

い
状
況
。

●
金
属
製
品
製
造
業
／
４
、
５

月
は
年
度
の
ス
タ
ー
ト
し
て

順
調
で
あ
っ
た
が
、
６
月
に

入
り
落
ち
込
ん
で
き
た
。

●
貴
金
属
製
品
製
造
業
／
貴
金

属
の
相
場
が
上
昇
を
続
け
て

い
る
た
め
、
従
来
と
同
様
の

商
品
で
は
値
段
が
高
く
な
り

売
れ
な
い
。

■
非
製
造
業

●
衣
料
品
卸
売
業
／
昨
年
よ
り

も
市
場
が
縮
小
し
て
い
る
。

特
に
小
売
の
現
場
で
の
販
売

実
績
が
落
ち
込
み
、
小
規
模

な
店
舗
ほ
ど
苦
戦
し
て
い
る
。

●
食
肉
小
売
業
／
G
W
の
焼
き

肉
需
要
が
落
ち
込
み
、
昨
年

同
月
を
割
り
込
ん
だ
。
ま
た

輸
入
肉
相
場
が
高
騰
し
、
国

産
枝
肉
価
格
も
例
年
よ
り
も

早
い
時
期
か
ら
上
昇
し
利
益

を
圧
迫
し
て
い
る
。

●
電
気
製
品
小
売
業
／
オ
ー
ル

電
化
商
品
は
比
較
的
順
調
に

推
移
し
て
お
り
、
特
に
エ
コ

給
湯
器
は
新
築
住
宅
の
40
%

近
く
ま
で
台
数
を
伸
ば
し
て

い
る
。

●
石
油
小
売
業
／
為
替
の
円
安

に
よ
り
元
売
各
社
の
値
上
げ

幅
が
5
円︵
5
／
1
︶と
な
り
、

各
S
S
は
5
円
の
値
上
げ
を

行
っ
た
。
こ
の
値
上
が
り
は

１
９
９
０
年
8
月
の
湾
岸
危

機
以
来
の
16
年
半
ぶ
り
の
大

幅
な
値
上
げ
と
な
っ
た
。

●
宿
泊
業
／
連
休
中
、﹁
風
林
火

山
博
﹂は
盛
況
。温
泉
旅
館
や

シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
は
満
室
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
格
差
は
相
変

わ
ら
ず
広
が
っ
て
お
り
、
顧

客
の
求
め
る
価
格
帯
や
サ
ー

ビ
ス
も
二
極
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
そ
の
対
応
が
迫
ら

れ
て
い
る
。

●
美
容
業
／
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ア

ー
︵
需
要
よ
り
供
給
が
多
い

状
態
︶
の
状
態
が
続
い
て
い

る
た
め
、
各
店
舗
の
売
上
は

厳
し
い
。

●
自
動
車
整
備
業
／
車
検
整
備

入
庫
者
数
、
売
上
げ
共
に
減

少︵
微
減
︶。

　
車
検
代
行
業
者
の
増
加
、
大

手
部
品
販
売
業
者
の
自
動
車

整
備
業
へ
の
進
出
が
影
響
し

て
い
る
。

●
建
設
業
／
公
共
事
業
は
H
18

年
水
準
の
半
分
以
下
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
4
〜
5
月

の
発
注
額
も
昨
年
に
比
べ
大

幅
に
ダ
ウ
ン
し
て
お
り
、
来

年
度
も
公
共
事
業
費
の
削
減

目
標
を
1
〜
3
%
と
し
て
い

る
。

●
旅
客
運
送
業
／
業
界
の
景
気

は
相
変
わ
ら
ず
良
く
な
い
。

　
今
年
の
連
休
時
は﹁
風
林
火
山
﹂

の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
に
比

べ
て
売
上
は
増
加
し
た
。

　製造業における売上高のDI値は＋5（（前
月比＋25）と昨年5月並に持ち直した。景景況
感においても－30と低調ではあるも
の前月比＋5とアップした。収益状況
は－25（前月比－5）と依然悪化傾向
である。
　非製造業における売上高のDI値は、
－33（前月比－3）、収益状況－30（前
月比－7）、景況感－37（前月比－10）
と全ての項目において悪化した。
　収益状況だけでみると、昨年同期比「悪化」「好転」の数字がそれ
ぞれ増えており、よいところは上向き傾向にあるなど企業間での
二極化傾向が見てとれる。
　全体的には昨年同時期に比べると、業種によっては上向き傾向
ではあるものの回復はあまりみられない。

sデータから見た
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

協同組合
山梨県産材健康住宅研究会

企業組合ふるさと薬膳森樹

山梨県印判用品卸商工業協同組合

TOPICS

TOPICS

TOPICS

団体客向けメニューパンフ

ダイニングキッチン

　
本
年
1
月
よ
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
山
本
勘
助
を

主
人
公
と
し
た
大
河

ド
ラ
マ﹁
風
林
火
山
﹂が

放
映
さ
れ
て
い
る
が
、

最
近
は
視
聴
率
も
高
く
、

県
民
情
報
プ
ラ
ザ
の﹁
風

林
火
山
博
﹂
や
北
杜
市

長
坂
町
の﹁
風
林
火
山
館
﹂

に
も
県
内
外
か
ら
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ

て
い
る
。

　
北
杜
市
小
淵
沢
町

で
地
元
の
女
性
た
ち

が
経
営
し
て
い
る
レ

ス
ト
ラ
ン﹁
ふ
る
さ
と
薬
膳
森
樹
﹂︵
花
輪
千
世
子
理
事
長
　
組
合
員
23

名
︶で
も
、風
林
火
山
ブ
ー
ム
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
始
め
て
い
る
。

　
組
合
で
は﹁
風
の
膳
・
林
の
膳
・
火
の
膳
・
山
の
膳
﹂と
名
付
け
た
団
体

客
向
け
メ
ニ
ュ
ー
も
設
定
、四
月
に
甲
府
冨
士
屋
ホ
テ
ル
で
山
梨
県
庁

観
光
部
と
Ｊ
Ｒ
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た﹁
山
梨
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂で
全
国
の
旅
行
会
社
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
す
る
な
ど
し
て
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
て
き
た
。

　
団
体
の
予
約
客
は
四
月
初
旬
頃
か
ら
増
え
始
め
、県
外
か
ら
の
観
光

ツ
ア
ー
の
団
体
が
、4
月
は
10
組
2
0
5
名
、5
月
は
8
組
2
0
1
名
、

6
月
は
24
組
7
6
8
名
、7
月
以
降
も
た
く
さ
ん
の
お
客
様
の
来
店
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。ま
た
、風
林
火
山
館
の
見
学
の
つ
い
で
に
予
約
を

入
れ
て
立
ち
寄
る
お
客
様
も
増
え
て
お
り
、更
に
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。︵
理
事
の
田
中
友
子
さ
ん
談
︶

　
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
予
約
を
し
て
く
れ
る
個
人
や
団
体

も
増
え
て
お
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

い
う
。︵
理
事
の
小
林
陽
子
さ
ん
談
︶

　
花
輪
理
事
長
は
、﹁
団
体
客
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
は
値
段
に
比
べ
て
内
容

が
充
実
し
て
お
り
、評
判
が
よ
い
。利
益
幅
は
少
な
い
け
れ
ど
、お
客
さ

ん
や
旅
行
会
社
に
喜
ん

で
も
ら
え
れ
ば
宣
伝
効

果
は
大
き
い
。今
後
は
メ

ニ
ュ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の

広
告
宣
伝
を
充
実
さ
せ
て
、

今
年
の
風
林
火
山
ブ
ー

ム
を
こ
れ
か
ら
の
集
客

に
活
か
し
て
い
き
た
い
﹂

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。 観光客でにぎわう店内

　
山
梨
県
印
判
用
品
卸

商
工
業
協
同
組
合
︵
茂

手
木
寛
理
事
長
︶
は
6

月
2
日
・
3
日
の
両
日
、

甲
府
・
国
中
地
域
地
場

産
業
セ
ン
タ
ー
で
第
19

回
山
梨
ス
タ
ン
プ
フ
ェ

ア
を
開
催
し
た
。

　
山
梨
ス
タ
ン
プ
フ
ェ

ア
は
、
地
場
産
業
で
あ

る
印
章
の
振
興
と
Ｐ
Ｒ

の
た
め
、
昭
和
60
年
6

月
に
石
和
町
内
の
ホ
テ

ル
で
第
1
回
を
開
催
し
、

2
0
0
4
年
に
は
東
京

で
開
催
す
る
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
あ
わ
せ
新

し
い
市
場
開
拓
の
挑
戦

を
行
っ
て
き
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、県
内
外
か
ら
印
章
業
メ
ー
カ
ー
21
社
と
県
内
問

屋
5
社
が
出
展
し
、印
材
・
ケ
ー
ス
・
印
判
用
品
の
展
示
販
売
、彫
刻
機
・

印
刷
機
・
レ
ー
ザ
ー
等
業
界
の
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
機
器
の
展
示
な
ど

を
行
っ
た
。ま
た
、特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、甲
州
手
彫
印
章
・
伝
統
工
芸

士
会
に
よ
る
手
彫
印
章
の
実
演
と
風
林
火
山
博
の
入
場
券
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
行
っ
た
。

　
今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹁
風
林
火
山
﹂
の
放
映
、
風
林
火
山
博

の
開
催
な
ど
山
梨
県
が
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、遠
く
は
青

森
、高
知
、鳥
取
な
ど
か
ら
、昨
年
を
上
回
る
業
界
関
係
者
約
4
0
0
社
・

1，
0
0
0
人
が
来
場
し
、熱
心
に
品
定
め
や
商
談
を
行
っ
て
い
た
。

　
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
商
取
引
・
行
政
で
の
押
印
の

廃
止
や
電
子
認
証
な
ど
に
よ

り
、
印
章
の
使
用
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
新
た

な
ネ
ッ
ト
販
売
・
通
信
販
売

業
者
な
ど
の
参
入
に
よ
り
流

通
が
変
化
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
伝
統
あ
る
山
梨

の
印
章
業
界
を
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
認
知
を
図
る
べ

く
、
来
年
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
フ
ェ
ア
を
開
催

す
る
こ
と
を
誓
い
、
フ
ェ
ア

を
閉
幕
し
た
。

フェアの様子

手彫印章実演

　
協
同
組
合
山
梨
県
産
材
健

康
住
宅
研
究
会
は
、
新
規
事

業
と
し
て
山
梨
県
産
材
を
１

０
０
％
使
用
し
た
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
を
南
部
町
に
建
築
し
た
。

去
る
５
月
12
、13
日
の
２
日
間
、

﹁
南
部
展
示
場
　
オ
ー
プ
ン

見
学
会
﹂
と
銘
打
っ
て
内
覧

会
を
開
催
し
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
当
組
合
で
は
、
住
宅
の
木

材
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
中
心

と
し
た
﹁
南
部
の
木
﹂
を
使
用

し
て
お
り
、
研
究
に
よ
り
通

常
の
構
造
材
だ
け
で
な
く
、細
部
の
造
作
に
至
る
ま
で
１
０
０
％
の
利

用
を
可
能
に
し
た
。ま
た
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
そ
の
他
部
材
に
も
極
力
地

産
品
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、地
産
地
消
に
よ
る
資
源
循
環
と

地
球
環
境
に
貢
献
す
る
住
ま
い
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
る
。健
康
に
対

し
て
も
、薬
剤
処
理
を
一
切
行
わ
な
い
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど
の
健
康
に
害
の
な
い
配
慮
に
努
め
て
い
る
。

　﹃
蔵
の
家
﹄の
説
明
は
以
下
の
と
お
り
。

　「
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
と
は
、パ
ッ
シ
ブ（
受
動
的
）

な
ソ
ー
ラ
ー（
太
陽
熱
）利
用
の
手
法
の
こ
と
。『
蔵
の

家
』で
は
、置
屋
根
、サ
ン
ル
ー
ム
、庭
の
植
栽
と
い
ず

れ
も
パ
ッ
シ
ブ
な
手
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。夏
の

直
射
日
光
、冬
の
放
射
冷
却
と
最
も
厳
し
い
環
境
に

さ
ら
さ
れ
る
屋
根
に
空
気
層
を
設
け
る
こ
と
で
そ
の

影
響
を
和
ら
げ
、寒
い
時
期
は
日
中
屋
内
に
採
り
入

れ
た
太
陽
熱
を
床
に
蓄
熱
し
、夜
は
そ
の
輻
射
熱
を

室
内
に
放
出
し
ま
す
。自
然
を
享
受
し
つ
つ
、上
手
に

利
用
す
る『
蔵
の
家
』は
、使
用
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
も
な
く
、機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
更
新
、故
障
と

い
っ
た
問
題
と
も
無
縁
の
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
住
ま
い
で
す
。」

　
今
後
は
、夏
休
み
の
期
間
に
合
わ
せ
て
２
回
目
の
内
覧
会
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　
ぜ
ひ
、ご
家
族
、ご
近
所
、お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
会
場
ま
で
遊

び
に
来
て
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

住
所
／
山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町
南
部
8
0
1
3
│
1

T
E
L
＆
F
A
X
／
0
5
5
│
2
8
4
│
6
0
8
6

H
P
／http://w

w
w
.geocities.jp/vernacular_alps

Ｅ
メ
ー
ル
／vernacular_alps@

yahoo.co.jp

モデルハウス「蔵の家」の外観
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中
央
会
は
6
月
2
日
、

﹁
市
民
い
こ
い
の
里
﹂︵
甲

府
市
・
黒
平
︶
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
﹁
水
源
林

植
樹
の
集
い
﹂
に
参
加

し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

甲
府
市
が
平
成
4
年
か
ら
、

水
源
涵
養
機
能
向
上
や

活
力
あ
る
森
林
達
成
を

目
途
に
毎
年
継
続
し
て

実
施
し
、今
年
は

”市
民

と
の
協
同
に
よ
る
水
源

保
全
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
甲
府
市
民
や
中
小
企

業
組
合
関
係
者
ら
約

4
0
0
人
が
集
ま
り
、

ク
リ
や
カ
ツ
ラ
の
苗
木

8
0
0
本
を
植
樹
し
た
。

　
ま
た
同
会
場
で
は
、

農
林
産
物
、
花
、
そ
ば
等

が
販
売
さ
れ
、
植
樹
終

了
後
、
参
加
者
全
員
に

木
炭
と
木
酢
液
が
無
料
配
布
さ
れ
た
。

　
翌
週
9
日
に
は
、
山
梨
県
森
林
公
園

﹁
金
川
の
森
﹂︵
笛
吹
市
・
一
宮
町
︶
に
お

い
て
、
中
央
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
植
樹
し
た
﹁
中
小
企
業

の
森
﹂
の
草
刈
り
等
の
整
備
事
業
が
実

施
さ
れ
た
。

　
草
刈
り
当
日
、
前
夜
か
ら
降
り
続
く

激
し
い
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
川
名

誉
会
長
を
は
じ
め
、
内
藤
会
長
や
小
泉

副
会
長
、
中
央
会
会
員
ら
約
1
0
0
人

が
参
加
し
、
6
月
に
し
て
は
少
し
肌
寒

さ
が
残
る
中
、
参
加
者
は
カ
ッ
パ
に
長

靴
姿
で
草
刈
り
作
業
を
行
っ
た
。

　
草
刈
り
が
終
わ
る
頃
に
は
雨
も
や
み
、

参
加
者
の
協
力
を
得
て
、
無
事
予
定
さ

れ
た
作
業
を
終
え
、
去
年
同
様
、
根
付

か
ず
に
枯
れ
た
場
所
に
は
、
新
た
に
50

本
の
ク
ヌ
ギ
の
苗
木
が
補
植
さ
れ
た
。

草
刈
り
作
業
終
了
後
に
は
、
参
加
者
に

お
弁
当
や
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
解
散

と
な
っ
た
。

　
山
梨
県
中
小
企
業
組
合
等
事
務
連
絡
協

議
会
︵
菅
原
五
男
会
長
︶
は
、
6
月
13
日
︵
水
︶

に
﹁
か
い
て
ら
す
﹂
山
梨
県
甲
府
・
国
中
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
３
階
大
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、
特
別
講
演
会
と
研
修
会
を
開
催

し
た
。

　
今
回
の
催
し
は
、
昨
年
７
月
に
名
称
を
山

梨
県
中
小
企
業
組
合
等
事
務
連
絡
協
議
会

に
変
更
を
し
た
が
、
旧
山
梨
県
中
小
企
業
団

体
事
務
長
会
が
発
足
し
て
か
ら
35
周
年
に

あ
た
り
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
支
持
母
体
で
あ
る
山
梨
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
内
藤
悦
次
会
長
と
宮

川
睦
武
名
誉
会
長
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。

　
第
１
部
の
特
別
講
演
会
で
は
、
薬
師
寺

山
田
法
胤
副
住
職
か
ら
﹁
目
的
の
あ
る
人
生

か
ら
﹁
目
的
の
あ
る
人
生

観
﹂
の
演
題
で
講
演演
を
い
た
だ
い
た
。
参
加

者
は
、
具
体
的
で
分分
か
り
易
い
講
演
を
聴
講

し
感
銘
を
受
け
た
。

　
第
２
部
の
研
修
会
で
は
、
山
梨
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
、
三三
枝
幹
夫
労
働
課
課
長
か

ら
﹁
組
合
法
の
改
正正
に
つ
い
て
﹂
の
研
修
が

行
わ
れ
た
。
特
に
事事
務
担
当
者
が
改
正
点
に

つ
い
て
熱
心
に
聴
講
し
た
。

つ
い
て
熱
心
に
聴
講
し
た央

会
職
員
に
よ
る
個

　
研
修
会
終
了
後
、
中
央

の
会
員
が
質
問
に

別
相
談
も
行
わ
れ
多
数

訪
れ
た
。

は
、
事
務
連
絡
協
議

　
講
演
会
と
研
修
会
に
は合

等
の
役
職
員
、
事

会
の
会
員
の
他
、
各
組
合し

、
有
意
義
な
１
日

務
担
当
者
が
多
数
参
加
し

を
過
ご
し
た
。

持参したカマで下刈りをする参加者（金川の森）

熱心に聴講する参加者

薬師寺　山田法胤副住職

相談コーナーには組合事務担当者が多数訪れた相談コーナーには組合事務担当者が多数訪れた

苗
木
を
植
樹
す
る
参
加
者（
甲
府
市
）
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　東京日本橋にある山梨県のアンテナショップ「富士の国やまなし館」は、首都圏における本県の観光や物産
などの「情報発信拠点」です。
　館内のイベントコーナー（40㎡）では、県産品や新製品のPR販売、県内のクラフト作家や写真愛好家の皆さ
んの発表の場等々として、お気軽にご利用ください。
　s利用時間　10：00～19：00
　s利用料金　1日／12,600円 （ただし、初日と最終日は、搬入搬出作業を考慮し6,300円）
　s連盟会員の特典
　　　当連盟の会員については、イベント開催に要した経費（利用料金、交通費等）については、30,000円を限度
　　に2回まで補助します。（ただし、団体会員の構成員は1回の補助となります。）
　s問い合わせ先　（社）山梨県観光物産連盟　Tel.055-231-2722　Fax.055-221-3040
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：飯島、望月
　　　　　　　　　富士の国やまなし館　Tel.03-3241-3776　Fax.03-3241-3778
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル1F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：羽鳥、上田、高橋

　当連盟では、山梨の観光用パンフレットなどに使う写真をテーマ別に募集しております。県内の「滝」、「温泉
郷」、「花火大会」など10テーマです。
　各テーマごとに数点を1点3万円で買い取ります。
　s応募期間　平成19年6月22日～11月28日
　s応募方法　詳細は下記にお問い合わせください。
　　　　　　　〒400-0031　山梨県甲府市丸の内１－８－５　県民情報プラザ
　　　　　　　（社）山梨県観光物産連盟　Tel.055-231-2722　Fax.055-221-3040
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：有泉

小企業者組合とは…？
　企業組合又は、事業協同組合、商工組合及び商店街振興組合であって、構成員の4分の3以上が小企業者
（常時使用する従業員の数が5人（商業・サービス業は2人）以下の会社及び個人）で組織される組合です。

（社）山梨県観光物産連盟からのお知らせ

●来春卒業予定者の求人票の提出はお早めに！

●求人の申込みに関するお問い合わせは、管轄のハローワークへお願いいたします！

　平成19年度3月新規学校卒業予定者の就職状況に
つきましては、事業主の皆様方のご理解とご協力に
より、大学等及び高等学校卒業者を対象とする求人数、
就職内定率ともに前年を上回る結果となりました。
　しかしながら、依然としてフリーターを選択する者、
一度就職しても早期に離職する者も多数存在してい
る状況にあり、新規学校卒業予定者が早い時期に多
くの求人、幅広い職種・業種の求人の中から自分に適
した職業を選択するためには、事業主の皆様方から
の早期求人申込みが必要不可欠であります。

　また、山梨県内の新規高等学校卒業予定者の約9割
が県内への就職を希望しており、こうした新規学校
卒業予定者の地元就職の希望に応え、若年労働者の
採用・育成を図ることが、企業の活性化につながるも
のと存じます。
　事業主の皆様方には、これから社会へ出ようとす
る若者が、自らの能力を十分に発揮し、意欲に溢れた
職業生活が送れますよう、「新規学校卒業予定者の採
用と早期求人確保」にご理解とご協力をお願いいた
します。

JAB認定

株式会社 日本審査機構
〒405-0018  山梨県山梨市上神内川1294-1
Tel 0553-21-8255    Fax 0553-21-8256
URL http://www.jao-iso.com

（略称：JAO（じゃお））

●詳細は下記へお問い合わせ下さい。

●研修会開催＆組合用パンフレットが作れます！

①組合研究集会
　組合で実施する研修会を助成！
　小企業者組合が組織強化、運営の向上や組合員事
業の発展向上、経営の近代化などを目的として行う
研修会に要する経費を対象として
●謝金など経費の2/3（上限100,000円）の助成を行
　います。
●対象4組合

②モデル組合
　教育情報提供事業、組合のパンフレット作成費
等を助成！
　小企業者組合が行う教育情報提供事業に要する経
費と成果普及事業(パンフレット作成等)に要する経
費を指定モデル組合に助成します。
●経費の2/3（上限200,000円）の助成を行います。
●対象1組合（選考会あり）
※なお、②モデル組合事業の募集については、8月末日までとさ
　せていただきます。

●詳しくは中央会の組合担当者又は連携支援課まで
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　梅雨に入り毎日蒸し暑い日々
が続いております。全国では
水不足も見られ、私の実家で
も果樹園を営んでおり、雨が
少ないことを心配しております。
皆様も特にこの時期は食べ物
と体調の管理に気を付けまし
ょう。

ご意見・ご要望は、 
中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   
FAX 055-237-3216
E-mail 
webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

編 集 後 記 ●高齢者を自ら教育し、活用してみませんか。 ●中央会からのお知らせ

　60歳代前半の就職希望者に、必要な技能講習を実施したのち、
雇用が行える業界団体を募集しています。

　シニアワークプログラム事業は、高齢者の就職に向けた「技能
講習会」を開催し、講習修了者と企業との「合同面接会」の開催に
よって就職の促進を図るもので、平成18年度は「タクシー乗務員」、
「フォークリフト運転者」、「警備業務員」などの養成コースを開
催しました。
●事業実施の要件は、
　「技能講習会」の講師は、業界団体等から派遣していただきます。
　「合同説明会」へは、業界団体等の構成企業で求人募集を行っ
ている企業に参加していただきます。
　「技能講習会」及び「合同説明会」の開催に伴う費用は、山梨県
シルバー人材センター連合会が予算の範囲内において負担します。

お申込・お問い合わせ

山梨県中小企業団体中央会　労働課　Tel.055-237-3215

組合・会社・お店などで専門家（弁護士・公認会計士・税理士・
社会保険労務士など）への相談やアドバイスを受けたいと
き、中央会が経費の2/3を助成します。

①個別専門指導事業（総経費＠2万円～6万円程度）
組合や会社などの個別の問題の解決を図るため専門家の
アドバイスを受けることができます。1回限り、あるいは2
～3回程度の相談に使いやすい事業です。

②組合緊急課題集中指導事業（総経費24万円程度）
①と同様専門家を活用する制度ですが組合が実施するも
のに限ります。3回程度の開催を対象としますので、ある程
度集中継続した支援が必要な案件にご利用ください。経過
を見たり、少し踏み込んだ対応が可能です。

●この支援の利用は、必ず組合の担当者にご相談ください。
　専門家とともに計画などをお手伝いします。

山梨県中小企業団体中央会組織・機構図

● 部　　長　古守　公博
● 課　　長　古屋　孝明
● 主　　事　窪田　　学（兼）

● 専務理事　新海　一男

● 常務理事　竹村　正美

● 事務局長　金丸　猛雄

● 次　　長　飯野　鉄夫

労　働　課 郡内支所 観光事業部 事業推進部連携支援課総　務　課

● 共済支援監　組沢　正文

● 課　　長　小佐野時雄
● 課長補佐　堀内　　修
● 係　　長　臼田あけみ
● 主　　事　齊藤　寛之

● 課　　長　知見寺好幸
● 係　　長　保坂　　淳
● 主　　事　窪田　　学
● 主　　事　仲澤　秀樹

● 課　　長　三枝　幹夫
● 課長補佐　三井　成志
● 係　　長　輿水　一篤
● 主　　事　千野　哲宏
● 嘱　　託　池谷　久司
● 嘱　　託　湯之前盛喜
● 嘱　　託　池谷　香織
● 嘱　　託　佐野　一夫
● 嘱　　託　丸山　勝也

● 支 所 長　山本　良一
● 主　　事　齊藤　寛之（兼）
● 主　　事　千野　哲宏（兼）
● 主　　事　仲澤　秀樹（兼）

● 部　　長　新海　一男（兼）
● 副 部 長　飯野　鉄夫（兼）
● 専任課長　古屋　浩昭
● 専任係長　笠井　靖子
● 主　　事　齊藤　寛之（兼）

●平成19年6月1日現在

● 山梨県中小企業団体中央会　事務局
〒400-0035　
山梨県甲府市飯田2-2-1（山梨県中小企業会館4階）
TEL.055-237-3215　FAX.055-237-3216
http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/

● 山梨県中小企業団体中央会　郡内支所
〒403-0005　
山梨県富士吉田市上吉田2277-3
TEL.0555-22-2166　FAX.0555-22-8465

※（兼）：兼務


